
子どもの「学ぶ力」育成プラン 

 

家庭学習のすゝめ 
～自ら考え、学ぶ子をめざして～ 
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学校での学びを家庭でも生かせる力を 

本校のこのような取組の方向性は、札幌市の教育が目指す姿と符合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たち学校も、お子さんの学ぶ力が伸びるように努めてまいりますので、ご家庭の皆様と連携をす

ることで、学ぶ力をグングン伸ばしていきたいと考えております。 

１年間 365日を時間に換算すると 8760時間になります。子どもの生活時間について考える

と、8760 時間から睡眠時間を 10 時間として除くと、起きている時間は 5110 時間です。その

うち、学校で過ごす時間は 1400（200 日×7 時間）時間です。学校と家庭の時間を比べると、

３（学校）：７（家庭）となり、ご家庭で過ごす時間が多くなります。 

私たち学校は、あくまでも子育ての一端を任わせていただくことしかできません。お子さんに学

ぶ力を育むためには、ご家庭のお力が必要不可欠なのです。 
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家庭学習とは？ 

時間の目安と取組内容は？ 

学年 時間の目安（学年×10分） 取組内容 

1年 10分 毎日の宿題で学習習慣を付けるお手伝い 

2年 20分 週 1回家庭学習 

宿題で学習習慣を付けるお手伝い 

３・４年 30～40分 週 2～３回家庭学習 

週２～３回宿題 

毎日の取組で、学習習慣を付けるお手伝い 

５・６年 50～60分 毎日家庭学習 

必要に応じて宿題 

毎日の取組で、学習習慣を付けるお手伝い 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭学習は、自分で計画し、家庭で行う学習のことで、学校からやるものが与えられ、みんなが

同じものをやる宿題とは違います。 

・自分で自分に必要な学習を考えて行い、自分で計画し取り組む力を高めることも目的の一つ

です。 

＊自分で考え、自分で決める力は、ＡＩ時代に必要な力の一つです。 

宿題 

家庭 

学習 

＊宿題は、教科書の問題をノートに解いたりプリントを配付したりするような内容 

基本的な取組について 

①取組時間の目安は、学年×10分 

②その日の学習の復習・次の日の予習 

③授業内容・時事問題に関わる調べ学習 

④テストに向けての計画的な学習 

＋αの取組について 

⑤自分の興味関心に合わせた学習 

＊学習に関わらないイラストやマンガ、調べ学習は、家庭学習の時間とは別に取り

組みましょう。 

この４つを本校で大切にした

い家庭学習の基本の内容と

します。 
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家庭学習のアイデア（こんな学習をしたらどうでしょう）  

国語 算数 社会・理科・総合 

・漢字練習 ・漢字ドリル 

・意味調べ ・日記 

・音読     ・視写 

・読書 

・計算練習 ・算数ドリル 

・教科書の問題 

・百マス計算 

・テストの問題をもう一度ノート

にまとめる 

・勉強したことに関係あること

を資料などで調べる 

・授業で学習したことをもう一

度ノートにまとめる 

興味をもったことをさらに追究してみよう 

・国語辞典、漢字辞典、その他の図鑑を身近に置いて調べましょう。 

・日本地図、世界地図、地球儀を身近に置いて調べましょう。 

・小学生新聞など、新聞に目を通してみましょう。 

・自然や生き物とふれあい、観察してみましょう。 

・詩や歌の暗唱をしましょう。（例えば百人一首） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年の取組例 

学校が与えた「宿題」で、家庭で学習する習慣を身に付けるお手伝いをします。プ

リント学習の他に、音読などもあります。お力添えをお願いいたします。 

復習を中心 

に行いましょう 

宿題に加え、自分で決めて取り

組む姿も見られていました。 
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中学年の取組例 

学校が与えた「宿題」に加え、自分で

必要な学習を考える家庭学習に取り

組みます。テストに向けて、自分で計画

を立てて取り組んでいる様子も見られ

ています。 

高学年の取組例 

その日に学習したことを復習しています。自信をもって学び進めるためには、曖昧な

ことを復習したり、予習をしたりして準備することが大切です。 

取組み始めたばかりなので、たくさん

ご紹介できずに申し訳ありません！！ 
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家庭学習の約束 

４月９日 

 今日は、塾に行きました。

4年生の漢字を忘れている

ことが分かったので、しっか

り復習をしていきます。 

４月 10日 

 算数のワークを 3ページやりました。

わり算のケアレスミスが多かったの

で、ケアレスミスをなくせるように確か

め算をしっかりしようと思いました。 

★丸付け⇒直しまでが学習 

 ・低学年は、保護者のご協力をお願いします。 

 ・中学年以上は自分で丸付けをすることで、すぐに改善することができます。 

★毎日学校に提出します。（学習習慣を付けるお手伝い） 

 ・保護者のサインやスタンプをお願いします。 

＊学校だけでは学習習慣は付きません。保護者の方の励ましやアドバイスがお子さん

の成長を促します。ご家庭のご協力をお願いいたします。 

★学校では、お子さんの頑張りを認めていきます。 

 ・おすすめの学習内容や学習方法を紹介します。 

 ・家庭学習の計画（放課後の過ごし方）を学校で時間をとって立てる時間を設けます。 

・提出の印として、スタンプやサインをします。 

 ・家庭学習ノートを紹介する場や見合う場をつくります。 

＊学校としては、「『学習する習慣がある』」ことを大切にしたいです。家庭学習ができない日もある

かと思いますが、放課後の過ごし方の計画を立てて振り返ってください。 
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～夏休み・冬休みの家庭学習について～ 

夏休み・冬休みに取り組む「家庭学習」を、『スペシャル家庭学習』とします。

長期休業中も宿題としての一律の学習ではなく、自分に必要な学びを進めていき

ます。また、長期休業中だからこそ取り組める学習や研究、追究にもぜひ挑戦して

ほしいと思います。 

 

例えば・・・ 

〇読書感想文に挑戦する。 

〇公園の様子（利用者や遊具など）を調べ、地図にまとめる。 

〇植物の成長観察記録をつける。 

〇本立てなどのものづくりに挑戦する。 

〇料理の記録をつける。 

〇縄跳びの回数を記録していく。 

＊漢字計算ドリルを活用し、繰り返し練習問題に 

取り組むこともできます。 


